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三角の螺旋数表・１ 

 

 整数を正三角形状に，１から順に周りに並べていきます。図１は，６４まで並べたところで，ちょうど３

周しています。１の三角形から見て，８の三角形は＜上に１＞，５の三角形は＜上に２＞の位置にあります。

１０の三角形は＜右に１＞，２３の三角形は＜左に２＞，６の三角形は＜下に２，右に４＞の位置にありま

す。次の問いに答えなさい。 

 

   図１              図２      図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）＜上に７＞，＜下に５＞の位置にある三角形に書かれている整数をそれぞれ答えなさい。 

 

（２）＜上に７，右に７＞の位置にある三角形に書かれている整数を答えなさい。 

 

（３）図２の枠を，図３のように向きを変えることなくぴったりあてはめます。枠に入る２つの整数の和が

５２９のとき，枠に入る整数の組みあわせとして考えられるものをすべて答えなさい。  
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三角の螺旋数表・１ 

（１）＜上に７＞…１２５，＜下に５＞…１６１ （２）４１７ 

（３）２６４と２６５，１９８と３３１ 

 

（１）図①のかげをつけた部分は１，２，３周目の最後の数です。１周目は２段，２周目までで５段，３周

目までで８段の正三角形になるので，それぞれの最後の数は２×２＝４，５×５＝２５，８×８＝６４

という平方数になります。あみ目をかけた部分は平方数の次の数なので，４＋１＝５，２５＋１＝２６，

となります。また，５の下の８，２６の下の２９は，どちらも＋３によって得ることができます。 

図②のように，４周目の三角形が８＋３＝１１（段）なのでその最後の数は１１×１１＝１２１， 

１２１＋１＝１２２より，＜上に８＞の位置には１２２の三角形があります。よって，＜上に７＞の位

置は，１２２＋３＝１２５です。 

 

   図①                 図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図③のかげをつけた三角形は，（９＋２５）÷２＝１７，（３０＋６４）÷２＝４７のように，あみ目

の三角形の平均値になります。＜下に５＞は５周目の三角形に含まれるので，あみ目の三角形は図④の

ように１２５＋１＝１２６と，１４×１４＝１９６なので，（１２６＋１９６）÷２＝１６１です。 

 

   図③                図④ 
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（２）＜上に７，右に７＞は図④のかげをつけた位置になります。４０４よりも下に６段下がるので， 

４０４＋１＋２×６＝４１７です。 

 

（３）枠をあてはめると，多くの場合図⑤のように連続する整数が入ります。また，図⑥のようにそれぞれ

の周の頂上の位置に枠をあてはめると，差が３の整数が入ります。図⑤のパターンでは２６４＋２６５，

図⑥のパターンでは２６３＋２６６となります。これらの数がどの位置にあるかを考えます。 

１７×１７＝２８９に注目をすると，図⑦の位置に２６５と２６４の三角形があるので， 

「２６４と２６５」が答えの１つです。２６３と２６６は明らかに上下の位置になりません。 

 

   図④                図⑤         図⑦ 

 

 

 

 

 

図⑥ 
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   次に，図⑧のように，枠が２つの周をまたがる場合を考えます。図⑧の例では１の正三角形の真下に

ある４７＋９５＝１４２から左右にずらすと，和が４８＋９６＝１４４と４６＋９４＝１４０となり，

さらに左右にずらすことで４ずつ増減します。ただし，右端と左端は別に考えなければなりません。 

 

    図⑧ 

 

 

 

 

   １の三角形の真下にある数は，４７，９５，１６１の次が，｛（１９６＋５）＋２８９｝÷２＝２４５，

｛（２８９＋５）＋４００｝÷２＝３４７，となります。２４５＋３４７＝５９２を左右にずらしても，

上下の数の和は偶数のままなので，５２９にはなりません。 

   右端および左端の数は図⑨のように，４＋２＝６，４＋３＝７や，２５＋２＝２７，２５＋３＝２８

のように，各周の最後の平方数＋２，＋３によって得ることができます。右端の数を順に求めていくと，

２，６， 

２７，８×８＋２＝６６，１１×１１＋２＝１２３，１４×１４＋２＝１９８， 

１７×１７＋２＝２９１，…となります。図⑩においてかげをつけた三角形の数は， 

３４７－１６＝３３１なので，１９８＋３３１＝５２９となり，「１９８と３３１」も答えです。 

 

   図⑨               図⑩ 
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